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議会と行政が一体となって活動

韓国襄陽郡の金郡主を迎えて行われた産業まつりのオープニングセレモニー

橋本 博子氏を選任　満場一致で同意
空席となっていた教育長に
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関係機関に地域振興や企業誘致を要望

12 月定例会開催予定
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ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第３４号（2）

９月定例会のあらまし

　
平
成
27
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
日
の
開
会
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
か
ら
▼
第
一
次
産

業
の
状
況
、
▼
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
の
受
賞
、
▼
青
森
県
民
体
育
大
会
町
村
の
部
で
２

年
連
続
準
優
勝
な
ど
の
報
告
の
ほ
か
、
再
処
理
工
場
で
発

生
し
た
安
全
上
重
要
な
機
器
の
故
障
に
伴
う
村
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
う
え
で
、
上
程
し
た
議
案
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
。

　
本
定
例
会
に
は
、
27
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
７
会
計
の
補
正
予
算
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
の
改
修
工
事

な
ど
に
伴
う
契
約
案
件
、
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と

す
る
７
会
計
の
決
算
認
定
、人
事
案
件
で
は
、空
席
と
な
っ

て
い
た
教
育
長
に
橋
本
博
子
氏
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育

委
員
に
は
伊
藤
夏
子
氏
を
再
任
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

に
野
坂
玲
子
氏
を
推
薦
す
る
な
ど
34
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
決
し
ま
し
た
。

　
７
日
に
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
第
一
次
産
業
の
振
興
や
消
防
団
の
処
遇
・
職
員

に
対
す
る
教
育
な
ど
村
政
全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問
い
た

だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
外
国
人
の
扶
養

控
除
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
」、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
米
の
合
意
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
国

会
決
議
に
違
反
す
る
合
意
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情
」、「
米

価
暴
落
対
策
の
意
見
書
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

資
料
配
布
と
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今年の７月に完成した泊地区製氷・貯氷施設

予算をチェック

 170億2,888万円を認定
全会計総額

９
月
定
例
会



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第３４号

※１　経営に伴い、発生が予想される収入と支出
※２　将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
※３　不足分は、積立金（留保資金）等で補てん

26年度の残ったお金：２億５,２０５万円
このお金は、27年度の特定の事業に約２,５００万円、積み立てに１億６,０００万円、残りは繰り越します。

26年度公営企業会計決算状況

26年度各会計の決算状況

６億５,５６８万円 ９億３,４４８万円 ▲２億７,８８０万円
１９億２,５０５万円 ２３億２,７５９万円 ※３▲４億 ２５４万円

１７２億８,０９３万円 １７０億２,８８８万円 ２億５,２０５万円

９億９,９３６万円 ９億９,５９７万円 ３３９万円

１億 ６４９万円 ９,８００万円 ８４９万円

６,１０２万円 ６,０２５万円 ７７万円

１１億３,８４４万円 １１億２,０２５万円 １,８１９万円

１４９億７,５６２万円 １４７億５,４４１万円 ２億２,１２１万円
収　　　入 支　　　出 残った金額

６億８,２４６万円 ６億６,５８０万円 １,６６６万円
１,９００万円 ３,９８９万円 ▲２,０８９万円

１億 ７６８万円 １億 ３３８万円 ４３０万円
８,８３０万円 ２億 ５４万円 ▲１億１,２２４万円

３億７,１９３万円 ３億８,３５０万円 ▲１,１５７万円
収　　　入 支　　　出 差　引　額

合　　　計
資本的 ※２
収益的 ※１
資本的 ※２
収益的 ※１
資本的 ※２
収益的 ※１

下水道事業

農 業 集 落
排 水 事 業

水 道 事 業

会　計　名

合　　　計

介 護 保 険
（保険事業勘定）

国 民 健 康 保 険
（千歳平施設勘定）

後 期 高 齢 者 医 療

国 民 健 康 保 険
（事業勘定）

一 般 会 計
会　計　名

特

　別

　会

　計

　
26
年
度
一
般
会
計
、
４
特
別
会
計
、
３
公
営
企
業

会
計
の
決
算
は
下
表
の
と
お
り
で
、
す
べ
て
の
会
計

お
よ
び
基
金
運
用
状
況
は
適
正
で
あ
る
と
判
断
。

　
村
税
は
じ
め
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
の
税
外
徴
収

金
を
加
え
た
滞
納
額
が
約
２
億
円
あ
り
、
負
担
の
公

平
原
則
や
歳
入
確
保
の
観
点
か
ら
長
期
的
な
滞
納
の

抑
制
お
よ
び
効
果
的
な
徴
収
対
策
に
よ
る
収
納
率
の

向
上
に
努
め
、
村
民
の
納
税
な
ど
へ
の
意
識
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
生
活
基
盤
整

備
事
業
な
ど
に
多
額
の
財
政
需
要
増
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
限
り
あ
る
歳
入
と
行
政
資
源
を
活
用
し
て
最

大
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
経
費
全
般

の
見
直
し
と
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
財
政
運

営
の
健
全
化
に
よ
り
一
層
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
給
水
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い
が
、
水
道
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
と
整
備
な
ど
を
推
進
し
、
安
全
で
良
質
な

水
を
低
廉
か
つ
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
求
め
る

な
ど
、
い
く
つ
か
の
指
摘
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
に
対
す
る
監
査
意
見

平成 26年度　定住促進と子育て支援・産業振興　

147億5,441万円、  
一般会計

９
月
定
例
会
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・農道整備費
・長芋洗浄選別・貯蔵施設の井戸改修工事

・有機堆肥センター指定管理料
・優良基礎繁殖牛導入補助金
・さけ稚魚放流委託料
・泊地区製氷貯氷施設整備費（26年度分）

約１１億７,８９８万円（構成比：７.９８％）

農林水産業費は、農業・漁業・畜産業の振興対策などに使われました。

農林水産業費農林水産業費

・明神橋補修工事費
・村道等舗装補修工事費
・レイクタウン北地区土地購入助成金
・レイクタウン北地区建築助成金
・公営住宅等改修工事費
・村道の改良舗装工事費（４路線分）

約　９億５,４４１万円（構成比：６.４６％）

土木費は、道路や村営住宅の維持管理や建設などに使われました。

土 木 費土 木 費

・南小・第二中学校のタブレット端末購入費
・旧平沼小学校解体工事費
・小・中学生海外体験学習事業
・泊地区ふれあいセンター指定管理料
・大石総合体育館等指定管理料
・総合運動公園第３球場照明改修工事
・六ヶ所高校通学バス運行委託料
・小中学校給食費補助金
・学校給食センター整備費
・給食業務委託料
・食材料購入委託料

約２２億４,３８５万円（構成比：１５.２％）

教育費は、小中学校の管理や社会教育、スポーツ振興などに使われました。

教 育 費教 育 費

・議員報酬や議会活動に使われた金額
・商工業や観光振興に使われた金額
・消防活動や防災活動に使われた金額
・借り入れたお金の返済に使われた金額
・特別会計や公営企業会計に支出した金額

約４２億７,２８２万円
（構成比：２９.０％）

そ の 他そ の 他

補修された明神橋

老部川にさけの稚魚を放流する児童

電子ボードとタブレット端末を
活用した授業風景

補修された明神橋

老部川にさけの稚魚を放流する児童

約4,970万円

約1,836万円
約1,000万円
約990万円
約243万円

約3億3,690万円

約6,998万円
約2,412万円
約529万円
約247万円
約2,835万円

約1億8,402万円

約1億3,715万円
約1億9,152万円
約8億5,081万円
約5億9,190万円
約24億9,491万円

約2,165万円
約1億0,197万円
約2,394万円
約1,140万円
約4,069万円
約6,771万円
約6,026万円
約3,848万円

約6億1,734万円
約5,076万円
約3,133万円

決
算
認
定
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・文化交流プラザの指定管理料
・多目的広場の整備
・住宅の新築・改修助成金
・防犯灯の新設および改修
・二又地区消防屯所新築
・自主放送の管理運用料
・防災行政用無線整備（親局・中継局・子局）

約２４億８,９００万円（構成比：１６.９％）

総務費は、村の全般的な事務などに使われました。

総 務 費総 務 費

・老人福祉センター指定管理料
・地域交流ホーム指定管理料
・高齢者無料入浴送迎バス運行委託料
・入浴施設利用者補助金
・医療センター建設工事費（26年度分）
・乳幼児医療費給付費

約２３億３,５００万円（構成比：１５.８％）

民生費は、お年寄りや乳幼児などの福祉などに使われました。

民 生 費民 生 費

・各種健診委託料
・乳幼児等健康診査委託料
・予防接種委託料
・野辺地公立病院分負担金
・医療センター指定管理交付金
・太陽光発電の設置工事費
・焼却場分負担金

約１２億８,０３５万円（構成比：８.６７％）

衛生費は、各種健診や予防接種、ごみ処理などに使われました。

衛 生 費衛 生 費

約147億円の予算は、こんなことに使われました。約147億円の予算は、こんなことに使われました。約147億円の予算は、こんなことに使われました。約147億円の予算は、こんなことに使われました。

約3,410万円
約2,861万円
約2,354万円
約1,356万円
約7,569万円
約1,767万円

約1億8,203万円
約7,154万円
約1,110万円
約1,412万円
約2,250万円
約1,407万円

約3億0,489万円

約2,357万円
約1,105万円
約2,713万円
約9,004万円

約1億5,000万円
約8,032万円

約1億1,530万円 地域交流ホーム敷地内に設置された太陽光発電

昨年８月に開設した医療センター

新築された二又地区消防屯所

地域交流ホーム敷地内に設置された太陽光発電

昨年８月に開設した医療センター

新築された二又地区消防屯所

決
算
認
定
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●教育委員会教育長の任命
　松尾前教育長の任期満了に伴い欠員となって
いた教育長に、教育委員会委員４期、教育委員
長を３年務めた「橋本博子」氏に決まりました。
●教育委員会委員
　現在、委員の「伊藤夏子」氏が引き続き委員
に決まりました。
●人権擁護委員候補者の推薦
　現在、委員の「野坂玲子」氏を引き続き候補
者として法務大臣に推薦することに決まりまし
た。

人　事　案　件

タブレット端末購入事業

１． 小学校タブレット端末購入事業
　事業の概要：泊小学校53台、尾駮小学校76台、

千歳平小学校33台、合計162台
の購入。

　落　札　者：水沢商店
　契　約　額：６,３７２万円
２． 中学校タブレット端末購入事業
　事業の概要：泊中学校 117 台、第一中学校

112台、千歳中学校　47台、合
計276台の購入。

　落　札　者：株式会社 佐々木商店
　契　約　額：８,７９１万２,０００円

屋内温水プール整備事業建設工事

１． 電気工事
　工事の概要：電灯・動力・音響・高圧受変電設

備の整備
　落　札　者：開発電業 株式会社
　契　約　額：２億１,６５４万円
２． 機械設備工事
　工事の概要：衛生器具・給排水・給湯設備の整備
　落　札　者：株式会社 朝日工業社 青森営業所
　契　約　額：３億４,３４４万円

文化交流プラザ改修工事
　
１． 建築工事
　工事の概要：外壁・内外装改修、観覧席クリー

ニング
　落　札　者：松尾建設 有限会社
　契　約　額：６,９９８万４,０００円
２． 電気工事
　工事の概要：受変電設備、幹線動力設備改修
　落　札　者：株式会社 京谷電気
　契　約　額：１億６３８万円
３． 機械設備工事
　工事の概要：空調・自動制御・衛生器具設備の

改修
　落　札　者：株式会社 朝日工業社 青森営業所
　契　約　額：１億５,０１２万円
４． 舞台照明設備・特殊音響設備工事
　工事の概要：特殊音響・舞台照明・ホール・大

会議室の改修
　落　札　者：株式会社 東北共立
　契　約　額：１億８,００３万６,０００円
５． 舞台吊物設備工事
　工事の概要：滑車・ワイヤーロープ・操作パネ

ルの改修
　落　札　者：三精工事サービス 株式会社 東京支店
　契　約　額：８,６４０万円

契　約　案　件

戸田村長から辞令を受ける橋本新教育長

空席となっていた教育長に空席となっていた教育長に

橋本博子氏を選任
満場一致で同意

橋本博子氏を選任
満場一致で同意

議
案
審
議
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一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
、
総
務
費
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
導
入
促
進
事
業
に
係
る
調
査
委
託
料

を
計
上
し
、
民
生
費
に
広
域
保
育
所
入
所
児
童
の

増
に
伴
う
委
託
料
を
、（
仮
称
）
千
歳
平
こ
ど
も
園

整
備
事
業
費
に
基
金
積
立
金
を
追
加
し
、
土
木
費

に
千
歳
５
号
線
お
よ
び
平
沼
高
瀬
川
１
号
線
道
路

改
良
整
備
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
工
事
請
負
費

と
河
川
浚
渫
事
業
費
に
測
量
設
計
委
託
料
を
追
加

し
、
歳
入
に
は
、
国
庫
支
出
金
の
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
な
ど
の
調
整
や
広
域
入
所
児
童
増
に
伴

い
、
国
庫
負
担
金
を
追
加
し
た
ほ
か
、
不
足
す
る
財

源
を
財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
調
整
を

行
っ
た
結
果
、２
億
１
８
９
０
万
４
千
円
を
追
加
し
、

１
４
２
億
２
２
３
５
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
３
つ
の
特
別
会
計
と
３
つ
の
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
国
庫
補
助
金
の
計
上
や
介
護
保
険
料
の
補

正
、
介
護
給
付
費
負
担
金
の
返
還
に
伴
う
返
還
金
の

追
加
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
決
算
剰
余
金
に
伴
う
繰

越
金
の
追
加
な
ど
所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の

で
す
。

補
正
予
算
の
内
容

会　　計　　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一　般　会　計 １４０億３４５万４千円 ２億１,８９０万４千円 １４２億２,２３５万８千円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１２億７,６９５万４千円 １,０２５万２千円 １２億８,７２０万６千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

１億３９３万９千円 ２３万４千円 １億４１７万３千円

介 護 保 険 特 別 会 計
（保険事業勘定）

１０億２,４２１万８千円 ９１６万１千円 １０億３,３３７万９千円

後期高齢者医療特別会計 ６,３１４万７千円 ０円 ６,３１４万７千円

水 道 事 業 会 計※１ ２億７,６８０万円 ５,３６１万８千円 ３億３,０４１万８千円

農業集落排水事業会計※２ １億７４８万８千円 ２,３８９万７千円 １億３,１３８万５千円

下 水 道 事 業 会 計※１ １０億９万８千円 ９７１万８千円 １０億９８１万６千円

※１は、収益的支出、　※２は資本的支出

村内の防犯灯設置状況調査に着手

リース方式でＬＥＤ照明灯に全部更新

議
案
審
議

　村では、環境省の ｢低炭素価値向上に
向けた二酸化炭素排出抑制対策事業費補
助金｣ を活用し、温室効果ガス排出量の
削減および防犯灯に係る消費電力抑制の
ため、村が管理する防犯灯をすべてＬＥ

Ｄ照明灯に更新します。実施にあたって
は、器具の調達から取替工事、維持管理
のすべてを含めた 10 年間の包括リース
方式で行います。
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に
設
立
さ
れ
、
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
段
階
で
具
体
的
な
要
望

事
項
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

参
り
た
い
。

　
ま
た
、
耕
種
農
家
は
、
高

齢
化
に
よ
り
ダ
イ
コ
ン
な
ど

の
重
量
野
菜
か
ら
ゴ
ボ
ウ
な

ど
の
軽
量
野
菜
へ
栽
培
転
換

す
る
農
家
も
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
規
就
農
者
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
畜
産

農
家
の
よ
う
な
共
同
経
営
、

協
業
化
を
進
め
な
け
れ
ば
遊

休
農
地
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　
共
同
経
営
に
関
し
て
は
、

国
の
農
業
経
営
継
承
事
業
な

ど
の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
村

の
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し

た
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
、

村
と
し
て
の
支
援
も
検
討
し

て
い
く
。

　
な
お
、
ゆ
う
き
青
森
農
業

協
同
組
合
で
も
28
年
４
月
か

ら
農
作
業
受
託
組
織
な
ど
を

新
た
に
立
ち
上
げ
て
、
労
働

力
の
確
保
、
育
成
を
促
進
す

る
と
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
地
域
農
業
の
維
持
発
展

に
努
め
て
参
り
た
い
。

づ
く
り
を
支
援
し
て
参
り
た

い
。

　施
設
な
ど
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て

　
ハ
ウ
ス
施
設
設
備

に
お
け
る
国
な
ど
の

補
助
事
業
は
、
大
規
模
な
事

業
が
対
象
で
農
家
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
な
か
な

か
進
展
し
な
い
状
況
に
あ

る
。

　
施
設
規
模
な
ど
の
課
題
も

あ
る
が
、
一
定
の
助
成
を
検

討
し
て
参
り
た
い
。

　個
人
経
営
か
ら
共

同
経
営
の
移
行
が
進

む
中
で
、
そ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

　
畜
産
関
係
で
は
、

地
域
酪
農
の
集
約
化
、

法
人
化
、
大
型
経
営
な
ど
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
ゆ
う
き
青

森
農
業
協
同
組
合
が
中
心
と

な
り
、
地
域
集
約
型
酪
農
経

営
推
進
協
議
会
が
本
年
６
月

　一
次
産
業
振
興
の
た
め
農

地
集
約
化
事
業
が
現
実
化
し

て
い
る
。
集
約
化
後
は
、
新

規
参
入
者
の
掘
り
起
こ
し
と

安
心
し
て
取
り
組
め
る
仕
組

み
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の

た
め
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。　特

産
品
づ
く
り
の

施
策
に
つ
い
て

　
新
規
参
入
者
な
ど

の
新
た
な
担
い
手
確

保
は
一
次
産
業
全
体
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
、現
在
、

青
年
農
業
経
営
者
協
議
会
を

立
ち
上
げ
若
手
農
業
者
の
育

成
を
行
っ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
通
年
で
栽

培
で
き
る
ハ
ウ
ス
施
設
な
ど

で
の
農
産
物
の
栽
培
を
行
う

こ
と
で
、
特
産
品
づ
く
り
も

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
こ
の
点
は
、
施
設
園
芸
研

究
会
な
ど
で
検
討
を
進
め
て

い
る
の
で
、
新
た
な
特
産
品

十
分
に
協
議
し
て
対
応
を
検

討
し
た
い
。

　
一
方
、
特
産
品
な
ど
に
関

し
て
は
、
商
工
会
で
泊
・
尾

駮
地
区
に
お
い
て
７
月
か
ら

10
月
ま
で
朝
市
を
開
催
し
て

い
る
が
、
年
間
を
通
し
た
販

売
拠
点
施
設
の
整
備
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ろ
っ
か
ぽ
っ
か
付
近
へ
の
整

備
に
向
け
、協
議
し
て
い
る
。

　
地
域
に
お
け
る
消
費
拡
大

と
商
業
振
興
を
図
る
上
で
、

リ
ー
ブ
の
活
性
化
と
特
産
品

販
売
施
設
の
整
備
は
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。

が
空
き
テ
ナ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　
リ
ー
ブ
を
運
営
す
る
六
ヶ

所
地
域
振
興
開
発
㈱
で
は
、

既
存
テ
ナ
ン
ト
へ
の
支
援
や

新
規
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
を
図

る
た
め
、
テ
ナ
ン
ト
料
の
引

き
下
げ
お
よ
び
設
備
の
改
修

な
ど
入
居
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
が
、
新

規
入
居
に
至
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。

　
提
案
の
あ
っ
た
空
き
ブ
ー

ス
を
活
用
し
た
産
直
市
場
の

開
設
に
つ
い
て
は
、
各
テ
ナ

ン
ト
を
は
じ
め
、
関
係
者
と

　村
の
商
工
事
業
は

低
迷
し
、
各
地
域
の

商
店
は
激
減
を
し
て
い
る
。

そ
の
歯
止
め
と
し
て
「
リ
ー

ブ
」
の
活
用
を
今
以
上
に
活

性
化
す
べ
き
と
思
う
。

　そ
の
一
環
と
し
て
、「
六
ヶ

所
村
産
直
市
場
」
の
開
設
は

い
か
が
か
。
商
工
会
の
朝
市

と
の
連
携
を
含
め
商
工
業
者

が
誰
で
も
出
店
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
野
菜
か
ら
加

工
品
ま
で
村
内
す
べ
て
の
商

品
が
購
入
で
き
る
こ
と
に
よ

る
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　現
在
の
ブ
ー
ス
の
利
用
状

況
も
含
め
村
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　

　
27
年
３
月
末
現

在
、
売
り
場
面
積
約

８
８
０
坪
の
う
ち
、
入
居
テ

ナ
ン
ト
数
が
11
店
舗
で
６
２

０
坪
が
利
用
さ
れ
、
約
13
％ 髙橋　文雄 議員

問答

問答

問答

問答

特
産
品
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

施
設
園
芸
研
究
会
な
ど
を
支
援
し
て

参
り
た
い
。

関
係
者
と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

リ
ー
ブ
内
に
産
直
市
場
を
設
け
る
考

え
は
な
い
か
。

朝市で賑わう泊地区イベント広場

一
般
質
問

　「
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
で
、

　
　
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。」
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さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
友
好
・
信
頼
関
係
を
構
築

し
て
参
り
た
い
。

間
伐
や
枝
払
い
な
ど
に

助
成
す
る
考
え
は
な
い

か
。

支
援
に
向
け
た
調
査
を

　
林
業
の
活
性
化
を
図

る
上
で
も
、
個
人
が
所

有
す
る
森
林
の
間
伐
や
枝
払

い
・
下
刈
り
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
森
林
施
業
地
で
30
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
面
積

を
有
す
る
場
合
は
、
森
林
経

営
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で

県
の
民
有
林
野
造
林
補
助
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
補
助
率
は
、
県
が
40
％
、

村
で
も
10
％
以
内
で
補
助
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
集
落
近
く
の
里

山
林
は
、
規
模
が
小
さ
い
こ

と
か
ら
森
林
整
備
計
画
に
よ

る
補
助
対
象
林
と
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

里
山
林
の
枝
払
い
や
間
伐
を

希
望
す
る
面
積
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
、
支
援
に
向
け
た

調
査
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
な
お
、
来
年
度
は
、
電
源

地
域
の
地
域
振
興
や
人
材
育

成
な
ど
公
益
的
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
電
源
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
と
地
域
活
性
化
に

役
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
韓
国
襄
陽
郡
へ
の
派

遣
目
的
と
係
る
費
用
は

ど
の
程
度
か
。

　
ま
た
、
そ
の
検
証
・
効
果

を
行
っ
て
い
る
か
。
当
分
見

送
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。　

韓
国
襄
陽
郡
と
は
21

世
紀
の
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
親
善
を
深
め

な
が
ら
互
い
の
発
展
を
図
る

た
め
、
14
年
度
か
ら
職
員
を

相
互
派
遣
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。

　
費
用
は
、
人
件
費
を
除
き

旅
費
が
57
万
円
、
襄
陽
郡
庁

か
ら
の
職
員
の
滞
在
費
が
１

９
２
万
円
、
住
宅
費
が
51
万

円
、
研
修
費
25
万
円
、
合
計

で
年
間
約
３
２
５
万
円
で
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
７
名
の
職
員
を

派
遣
し
て
い
る
が
、
現
地
で

異
な
る
文
化
や
生
活
習
慣
の

体
験
、
協
働
活
動
な
ど
、
異

文
化
理
解
の
促
進
や
国
際
通

用
性
の
向
上
に
効
果
が
期
待

な
い
も
の
の
、
避
難
計
画
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
活

用
す
る
場
合
に
は
国
が
技
術

的
支
援
を
行
う
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
有
効
的
に
活
用

し
て
参
り
た
い
。

韓
国
襄
陽
郡
へ
の
職
員

の
派
遣
を
見
送
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

友
好
・
信
頼
関
係
を
構

　
職
員
の
教
育
に
関
し
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
県
な
ど
へ
の
職
員
の

派
遣
方
法
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。
上
級

試
験
で
採
用
さ
れ
た
職
員
を

専
門
的
知
識
が
習
得
で
き
る

東
北
自
治
研
修
所
お
よ
び
自

治
大
学
校
に
派
遣
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
県
に
14
年
度
か
ら
６

名
の
職
員
を
派
遣
し
て

い
る
。
選
考
は
、
意
欲
あ
る

職
員
を
募
り
、
村
が
重
視
す

る
部
署
や
職
員
が
希
望
す
る

業
務
な
ど
を
考
慮
し
選
考
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
東
北
自
治
研
修
所

や
自
治
大
学
校
へ
の
派
遣
研

修
は
、
必
要
な
研
修
を
随
時

受
講
さ
せ
て
い
る
。

保
償
を
確
保
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
泊
婦
人
消
防
協
力
隊

は
、
主
に
防
災
広
報
や

泊
地
区
消
防
団
の
後
方
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
参
画
は
、
高
齢
者

世
帯
へ
の
訪
問
指
導
や
児

童
・
幼
児
へ
の
防
火
教
育
な

ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
防
災
力
の
強
化
、

安
全
・
安
心
確
保
に
つ
な
が

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の

で
、
機
能
別
消
防
団
員
の
創

設
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

た
い
。　

国
は
、
原
子
力
災
害

発
生
時
に
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
の
活
用
を
考
慮
し
な
い
と

聞
く
が
、
住
民
の
被
ば
く
防

止
の
観
点
か
ら
、
村
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の

か
。

　
新
た
に
制
定
さ
れ
た

原
子
力
災
害
対
策
指
針

で
は
、
施
設
の
状
態
に
応
じ

た
予
防
的
防
護
措
置
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
放
射
性
物
質

の
放
出
後
は
緊
急
時
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
測
値
な
ど
に
基

づ
き
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ

た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
、
放
射
性
物
質
放

出
後
の
防
護
措
置
に
利
用
し

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
村
独
自
の
退
職
報

償
金
制
度
を
設
け
る
考
え
は

な
い
か
。

　
消
防
団
員
は
、
定
数

２
１
５
人
に
対
し
１
９

７
人
で
、充
足
率
は
91
・
６
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
団
員
確
保
に
向
け
て
は
、

広
報
活
動
の
ほ
か
自
治
会
な

ど
へ
依
頼
し
て
確
保
に
努
め

て
き
た
が
、
少
子
化
や
就
業

形
態
の
変
化
に
伴
い
困
難
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
ロ
ッ
ク

Ｔ
Ｖ
な
ど
を
活
用
し
消
防
団

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
村
独
自
の
退
職
報

奨
金
の
創
設
に
つ
い
て
は
団

員
確
保
に
結
び
つ
け
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
国
は
、
消
防
団
員
の

報
酬
額
の
引
上
げ
を
求

め
て
い
る
が
、
見
直
し
の
検

討
を
し
て
い
る
か
。

　
村
の
消
防
団
員
の
年

報
酬
は
、
上
十
三
地
域

で
も
高
い
水
準
の
金
額
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
近
隣
の

自
治
体
な
ど
の
動
向
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
参

り
た
い
。

　
婦
人
消
防
協
力
隊
員

を
村
全
体
に
広
げ
、
機

能
別
消
防
団
員
と
し
て
身
分

消
防
団
員
の
報
酬
額
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

近
隣
自
治
体
の
動
向
を

　
災
害
発
生
リ
ス
ク
の
高
い

本
村
に
お
け
る
防
災
資
機
材

の
整
備
と
消
防
団
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
、
次
の
５
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
災
害
現
場
で
村
民
が

使
え
る
資
機
材
を
ど
の

程
度
整
備
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
整
備
計
画

は
い
か
が
か
。

　
避
難
所
に
は
、
毛
布
、

ラ
ジ
オ
、
投
光
器
、
防

災
資
機
材
庫
に
は
、
簡
易
ト

イ
レ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
発

電
機
な
ど
を
保
管
し
て
い
る
。

　
災
害
時
は
、
初
動
対
応
が

重
要
と
考
え
、
自
主
防
災
組

織
を
設
立
し
て
い
る
４
自
治

会
に
地
域
に
必
要
な
資
機
材

な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。

　
消
防
団
員
の
充
足
率

と
団
員
確
保
に
ど
の
よ 寺下　和光 議員

問問 答

答

問答

問問 答

問答 答

問答

問答

職
員
を
専
門
的
知
識
が

習
得
で
き
る
自
治
大
学

校
な
ど
に
派
遣
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

必
要
な
研
修
を
随
時
受

講
さ
せ
て
い
る
。

消
防
団
員
の
報
酬
額
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

近
隣
自
治
体
の
動
向
を

見
て
検
討
し
た
い
。

間
伐
や
枝
払
い
な
ど
に

助
成
す
る
考
え
は
な
い

か
。

支
援
に
向
け
た
調
査
を

検
討
し
た
い
。

一
般
質
問
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青
森
県
営
農
大
学
校
の
生
徒

が
、
本
村
の
酪
農
家
で
実
習

を
受
け
、
来
年
度
か
ら
村
で

働
き
た
い
と
の
意
向
を
教
員

か
ら
伺
っ
て
い
る
の
で
、
働

き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
村

に
定
住
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
参
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
業

や
酪
農
の
担
い
手
対
策
と
し

て
、
国
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
し
、
都
市
地

域
か
ら
生
活
拠
点
を
移
し
て

も
ら
い
、
地
域
協
力
活
動
を

行
い
な
が
ら
村
へ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

構
成
さ
れ
、
地
域
酪
農
の
集

約
化
、
法
人
化
、
大
型
経
営

な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
か
ら
実
施

し
た
畜
産
ヘ
ル
パ
ー
利
用
助

成
制
度
は
、
順
調
に
活
用
さ

れ
酪
農
家
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
次
に
、
酪
農
振
興
セ
ン

タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

飼
育
頭
数
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
セ
ン
タ
ー
へ
の
預

託
を
待
機
し
て
い
る
牛
の
解

消
を
図
る
た
め
、
牛
舎
整
備

に
向
け
て
実
施
設
計
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、

施
設
を
管
理
す
る
ゆ
う

き
青
森
農
業
協
同
組
合

と
業
務
効
率
化
を
促
進

さ
せ
る
た
め
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
酪
農
家
の

経
営
安
定
に
向
け
て
努

め
て
参
り
た
い
。

　
最
後
に
、
後
継
者
不

足
は
全
国
的
な
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
課
題
解
消
に

向
け
た
一
つ
の
明
る
い

話
題
と
し
て
、
先
般
、

頭
数
は
22
年
度
の
約
４
千
３

百
頭
か
ら
26
年
度
に
は
約
７

千
６
百
頭
と
増
加
し
て
お

り
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

畜
産
業
を
経
営
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
経
営
は
家

族
経
営
が
ほ
と
ん
ど
で
、
従

事
者
が
一
人
で
も
病
気
な
ど

で
欠
け
る
と
経
営
が
困
難
と

な
る
た
め
、
就
農
者
み
ず
か

ら
の
年
齢
な
ど
の
不
安
か
ら

離
農
を
検
討
す
る
酪
農
家
も

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
地
域
の
酪
農
を
維
持
発

展
さ
せ
る
た
め
地
域
集
約
型

酪
農
を
検
討
し
て
い
る
農
業

者
が
参
画
し
、
本
年
６
月
、

ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合

に
地
域
集
約
型
酪
農
経
営
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
そ
の
構
成
員
は
、
青
森
県

を
は
じ
め
酪
農
関
係
団
体
、

酪
農
家
の
代
表
、
村
な
ど
で

い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
同
研
究
会
に
よ
り

本
村
に
お
け
る
施
設
園
芸
の

栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
栽
培
基

準
な
ど
が
で
き
れ
ば
、
今
後

の
施
設
園
芸
の
拡
大
や
新
規

就
農
者
の
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
後
継
者
難
に
悩
む

酪
農
家
の
実
情
を
よ

く
把
握
し
、
集
約
、
集
団
化

の
可
能
性
、
方
向
性
を
示
す

と
と
も
に
、
酪
農
振
興
セ
ン

タ
ー
と
い
う
他
所
に
は
な
い

施
設
の
活
用
も
図
り
な
が

ら
、
酪
農
に
意
欲
を
持
つ
若

年
者
を
村
内
外
か
ら
募
っ
て

育
成
し
、
村
内
で
の
事
業
展

開
を
誘
導
す
る
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　
村
の
畜
産
農
家
戸

数
は
22
年
度
の
70
戸

か
ら
26
年
度
は
63
戸
と
７
戸

が
離
農
し
て
い
る
が
、
飼
育

の
あ
り
方
、
経
営
モ
デ
ル
の

研
究
、
将
来
的
な
自
立
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
本
村
に
お
け
る
冬

季
間
の
施
設
園
芸
の

経
営
は
、
耐
雪
型
ハ
ウ
ス
や

除
雪
機
の
準
備
な
ど
の
雪
対

策
、
加
温
の
た
め
の
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
の
暖
房
機
の
導

入
、
そ
し
て
、
い
か
に
加
温

の
た
め
の
費
用
を
抑
え
採
算

の
と
れ
る
作
物
な
ど
の
収
穫

が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
25
年
度

に
設
立
し
た
六
ヶ
所
村
施
設

園
芸
研
究
会
で
は
、
こ
と
し

の
冬
か
ら
会
員
所
有
の
ハ
ウ

ス
を
利
用
し
、
試
験
栽
培
を

実
施
の
う
え
、
収
量
、
暖
房

費
な
ど
の
デ
ー
タ
を
と
る
計

画
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
実
証
ハ
ウ

ス
の
整
備
を
進
め
て
参
り
た

　
国
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
控

え
、「
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
」
事
業
を
打
ち
立
て
、

生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
総
合

的
な
強
い
農
業
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
農
畜
産
物
の

高
品
質
・
高
付
加
価
値
化
、

低
コ
ス
ト
化
お
よ
び
食
品
流

通
の
効
率
化
・
合
理
化
、
地

域
に
お
け
る
川
上
か
ら
川
下

ま
で
の
取
り
組
み
を
総
合
的

に
支
援
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
施
策
を
後
ろ
盾

に
、
是
非
、
本
村
の
農
畜
産

物
の
課
題
解
決
に
向
け
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
次
の
２
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
冬
期
間
も
操
業
可

能
な
農
業
用
施
設
を

設
け
、
試
験
的
生
産
に
取
り

組
む
若
年
者
を
村
内
外
か
ら

募
り
、
一
緒
に
新
し
い
農
業 岡山　勝廣 議員

問

答

問答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
定
住
に

つ
な
げ
た
い
。

酪
農
家
の
後
継
者
難
に
ど
う
取
り
組
む
つ
も
り
か
。

今後の活躍が期待される青年農業経営者

一
般
質
問
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電 気 事 業 連 合 会 新むつ小川原株式会社

関係機関に地域振興や企業誘致を要望
　むつ小川原エネルギー対策特別委員会
では、去る 10 月６日（火）に電気事業
連合会および新むつ小川原株式会社に対

して、村長に同行して要望活動を行いま
した。

委員会レポート

議会と行政が一体となって活動

　戸田村長から廣江譲副会長に要望書を手渡
し、村長より要望内容の趣旨説明。
　橋本議長からは、国が再処理事業の認可法
人化の検討していることに触れ、再処理事業
の安定経営に全面的に協力するよう要請する
一方、電力会社と築いてきた信頼関係を損ね
ることにならないよう立地協力要請時の趣旨
をしっかり堅持するようお願いしました。
　廣江副会長からは、原子力を取り巻く環境
は厳しい状況下にあるものの要望事項につい
ては、しっかりと対応して参りたいと回答。
　また、意見交換においては、①高レベル放
射性廃棄物に含まれる半減期の長い放射性核
種の消滅処理の研究を加速するべきである。
②同研究施設を村に立地していただきたいな
どの意見が出されました。
　最後に、髙橋特別委員長から要望内容の実
現は簡単ではないが、一歩・一歩、着実に進
めていただきたいと挨拶して終了しました。

　戸田村長から薄井充裕代表取締役社長に要
望書を手渡し、村長より要望内容の趣旨説明。
　橋本議長からは、次々と竣工を迎える太陽
光発電をはじめ建設中のデータセンターなど
を利活用した地域活性化策を検討していきた
いので力添いを賜りたいと挨拶。
　薄井社長からは、①水素関連企業やＬＮＧ
火力発電所を視野に入れた企業誘致を行って
いる。②村内へのホテルの建設を打診してい
るが、いずれも村内への立地は苦戦している
状況であると回答。
　また、意見交換会においては、①地価が下
落しているので、販売価格を下げるべきでは
ないか。②太陽光発電事業の近隣に展望施設
を設けてほしい。③浚渫土砂を受入れるとき
は、津波被害を防ぐための工夫をしてほしい
などの意見が出されました。
　最後に、髙橋特別委員長から本村の長年の
願いでもある要望を進めていくことが、地域
振興にもつながるので前向きに対応して頂き
たいと挨拶して終了しました。

【電気事業連合会への要望事項】
１．原子燃料サイクル事業の着実な推進と地
域振興に協力していただきたい。

２．地域振興の実施については、地域特性を
考慮した施策に協力して頂きたい。

３．原子力関連企業や研究施設などの村内立
地を支援し地元雇用を進めていただきた
い。

４．プルサーマル計画の必要性と安全性に対
する理解促進に取り組んでほしい。

【新むつ小川原㈱への要望事項】
１．むつ小川原工業開発地区への企業立地を
促進していただきたい。

２．村の公共施設整備に係る用地を低廉な価
格で提供していただきたい。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第３４号（12）

　
議
会
だ
よ
り
34
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
六
ヶ
所
村
の
風
物
詩
と
い
え
ば
、
鮭
＝

産
業
ま
つ
り
。
メ
ス
鮭
の
つ
か
み
取
り
が

大
人
気
の
産
業
ま
つ
り
が
、
本
村
の
海
・

山
の
豊
富
な
食
材
を
一
挙
に
集
め
、
今
年

も
11
月
７
・
８
日
の
２
日
間
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
も
後
半
、
11
月
と
も
な
れ
ば
、
気
温

も
一
気
に
下
が
り
肌
寒
く
な
り
ま
す
が
、

当
日
は
、
そ
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の

よ
う
な
沢
山
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
鮭
の
漁
獲
低
迷
が
気
に
な
り
ま
す
が
、

正
月
に
向
け
て
豊
漁
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
新
聞
紙
上
で
は
、
再
処
理
の
安

定
的
な
事
業
実
施
を
確
保
す
る
た
め
国
の

関
与
を
強
め
る
認
可
法
人
化
論
が
浮
上
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
村
の
経
済
・
財
政
・
雇
用

な
ど
に
大
き
く
影
響
す
る
再
処
理
工
場
の

竣
工
は
、
来
年
３
月
の
予
定
か
ら
ま
た
し

て
も
大
幅
な
延
期
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
が
や
る
と
決
め
て
進
め
た
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
事
業
が
、
国
が
決
め
た
電
気
事

業
法
の
大
幅
な
改
正
に
よ
る
電
力
自
由
化

に
よ
っ
て
経
営
形
態
の
見
直
し
が
議
論
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
、
電
力
の
自
由
化
の
目
的
は
、

市
場
競
争
化
に
よ
る
電
気
料
金
の
引
き
下

げ
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
厳
し
い
視
線

で
来
年
４
月
以
降
の
電
気
料
金
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
、ま
た
し
て
も
、光
熱
水
費
が
家

計
に
大
き
く
響
く
冬
が
到
来
い
た
し
ま
す
。

省
エ
ネ
対
策
を
し
っ
か
り
と
考
え
な
が
ら

長
い
冬
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

平成 27 年第６回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）

日　程 月　日（曜） 区　　　分 会　議　内　容
第１日目 11月 27 日 ㈮ 本会議（午前 10時） 開会、提出議案上程・説明、陳情
第２日目 11月 28 日 ㈯ 休日休会
第３日目 11月 29 日 ㈰ 休日休会
第４日目 11月 30 日 ㈪ 本会議（午前 10時） 一般質問
第５日目 12月 1日 ㈫ 休　　会 常任委員会※1

第６日目 12 月 2日 ㈬ 休　　会 常任委員会※1、特別委員会※2

第７日目 12 月 3日 ㈭ 本会議（午前 10時） 議案審議
第８日目 12月 4日 ㈮ 本会議（午前 10時） 議案審議、委員長報告、閉会

※議会の日程は、変更される
ことがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
９月定例会の傍聴人は 41人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の
年４回開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内
線 411 または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

　村議会で発行している「議会だより」の充実を図
るため、５人の広報委員が８月 27 日（木）、青森

県町村議会議長会が主催した「議会広報研修会」に
参加しました。

※１　総務企画常任委員会　　　　　　　　　12 月１日（火）10 時 00 分～
　　　福祉教育常任委員会　　　　　　　　　12 月１日（火）13 時 30 分～
　　　産業建設常任委員会　　　　　　　　　12 月２日（水）10 時 00 分～
※２　むつ小川原エネルギー対策特別委員会　12 月２日（水）13 時 30 分～　
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●演　題　「住民に読まれ、議会活動が伝わる」　－議会報の基本と編集技術－
●講　師　議会広報サポーター　芳　野　政　明 氏

　講師の芳野氏は、民間企業において、新聞・雑誌・
記念誌などの企画・編集にかかわる一方で、財団法
人埼玉県コミュニケーションセンターの理事長とし
て、自治体・公民館・ＰＴＡなどの広報研修会や編
集セミナーなどの講師活動を行っている方で、20
年度からは、全国町村議会議長会の「議会広報クリ
ニック＆講演」の講師も務めております。
　当日の講演では、「住民に読まれ、議会活動が伝

わる」－議会報の基本と編集技術－と題し、議会広
報の役割や紙面のレイアウトなどについて、全国の
優秀作品を例にしながら分かりやすく説明がありま
した。
　また、クリニックでは、本村議会誌第 31号を厳
しくチェックして頂いたところです。
　この指摘事項を本誌に反映し、より村民に親しま
れる情報誌として努力して参ります。

（会期：平成 27年 11 月 27 日から 12 月 4日まで　8日間）




